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(滋的)有酸素性作業能力を綴定する築協はさまざま
であるが‘本研究では総織における携を灘消費能力に技践
した。組織での畿灘消費能力は、立:tこミトコンドワアの
密度により影響されるととが知られているがもミトコン
ドリアの鍛手伝逮系の務紫自体の機能の綿入ii~ について
は‘まだ明らかになっていない6 ミトコンドリアの滋子
低迷系の静議群は、核DNAとミトコン!と IJアDNA(以
下mtDNA)の問プiiこコ…ドされている。ここで、
mtDNAは、 V02In蹴と問機iこ母系遺伝すること、そして.
トレーニングしていない…数鍵常発牲において、比較的
V021l1拭の高い者にはmtDNAに特典的な変異がみられる
傾向にあることなどかち、本研究では、 mtDNAの ì~い
がミトコンドリアの龍子伝途系酵議群の機能に影響を及
?乏し、その結果、総flレぺんの畿繁務費にばらつきをも
たらし、ひいては全身レベルでの有散楽性作業能力に怠
んらかの影響を及ぼしているかどうかを明らかにするこ
とを躍的とした。
(方法〉一般鑓常発女?名および持久選勤務.留選手(邸
内大会上位入賞者)男女5名の間態を得‘ il小較を得た匂
これ吾、エチジウムブロマイド弘毅によって、 mtDNA
が消失したHcL畠縞絡に融合させ、 2、3カR培穫した。
この処理によってできた融合総総のミトコンドリアの常
子伝逮系鯵護者若手は、被検護tfi来のmtDNAとHcLa議1総出
来の核DNAによりコ…ドされるω この縦総lX107総あた
りの綾議消費援を37'tにおいて測定し、各被検者の
mtDNAがコ}ドしている電子伝遼系の欝薬群の機能の
傍人議を一般鑓常人と持久運動種路選手で比較した鎗こ
の方法では、 mtDlぜAの欠織などによる穂子伝迷系解禁
群のいずれかの機能低下が検出可能であることが示され
ており、本研究では、容披薬殺作業能力の高い被検i者に
おいて、何らかの機能向上が検出されることが期待され
た。
(結果と考察〉融合細胞の賞金灘消費援は、持久慈動機
留選手群ーでは17.23土4.47nmol!min/m1l1X 101ce1J‘一般
縫常人では、 16.89土5.34nmol/min/ml/lX 1ぴcelJで、将
群簡に脊窓な錘はみられなかったe また、 V02ma.xと‘
織~の護愛議消費撃との際iにも蒋意な絡隠はみられなかっ
たe 以上の結果から、本研究では、号室子伝選系議手紫鮮の
機能と、全身の有震愛護者役作業能力との関連を明らかiごす
ることはできなかった@したがって、能子保逮系番手議群
の機能自体は、全身の有機葬毒性作諜能力を緩まさずる饗i混
としては大きくはないと考えられる。
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